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み
な
さ
ん
は
好
き
な
香
り
は
あ
り
ま
す
か
？

平
安
時
代
、「
薫
物
」
と
い
う
移
し
香
を
楽
し
む

文
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
の
が

練
香
で
す
。
基
本
的
な
調
合
方
法
を
も
と
に
し

な
が
ら
も
、
香
料
を
微
調
整
す
る
こ
と
で
自
分

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
薫
り
を
作
っ
て
い
た
平
安
貴

族
。『
源
氏
物
語
』
に
も
薫
物
合
わ
せ
の
場
面
が

出
て
き
ま
す
。
本
講
座
で
は
香
り
に
つ
い
て
の

講
義
と
実
際
に
自
分
で
練
香
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

講
師

森
木
三
穂 

氏

（
鶴
岡
工
業
高
等
専
門
学
校 

創
造
工
学
科 

講
師 

） 

ご
専
門
「
国
文
学
」

『
源
氏
物
語
』
に
出
会
っ
た
の
は
小
学
生
の
こ
ろ
。
学
習
漫
画
「
紫

式
部
」
を
読
み
、そ
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
た
。
高
校
生
に
な
り
、様
々

な
古
典
文
学
と
出
会
っ
た
中
で
心
惹
か
れ
た
の
は
『
和
泉
式
部
日

記
』。
平
安
時
代
の
王
朝
文
学
が
ツ
ボ
ら
し
い
。「
京
都
で
古
典
文

学
を
学
び
た
い
！
」
と
大
学
進
学
を
機
に
上
洛
し
、
古
典
文
学
の

世
界
に
浸
る
。
現
在
は
古
典
教
育
と
古
典
文
学
の
ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

会
場山

形
大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス

人
文
社
会
科
学
部
棟
１
号
館 

１
０
１
教
室

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
駐
車
場
の
ご
用
意
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
近
く
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
も
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
申
し
込
み
受
付
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
を
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　

２
０
名
（
先
着
順
）

対
象　

一
般

（
高
校
生
以
上
）

『
源
氏
物
語
』
に
お
香
が
で
て
く
る
場
面
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、「
六
種
の
薫
物
」
の
う
ち
、
お
香
４
種
（
梅
花
・
荷
葉
・
菊
花
・

黒
方
）
を
作
り
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
の
ご
持
参
、
ま
た
は
、
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

む
く
さ

た
き
も
の

ば
い
か

か
よ
う

き
っ
か

く
ろ
ぼ
う

山
形
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
推
進
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  h
ttp

s:/
/
y
ex

.k
j.y

am
ag

ata-
u
.ac.jp

QRコード

締
め
切
り　

十
二
月
二
日
（
月
）　

＊
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

山
形
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
推
進
本
部

電
話　
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３ -
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７
７
９

メ
ー
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「源氏物語絵色紙帖」 梅枝
出典：国立文化財機構所蔵品統合検索システム
https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/589419

た
き
も
の

ね
り
こ
う


